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書評

　このたび『細胞診セルフアセス

メント』増補版が刊行された。本

書初版は，1998 年に姉妹本である

『細胞診を学ぶ人のために』第 3 

版と同時に刊行されている。『細

胞診を学ぶ人のために』の多くの

読者からの要望に応えるべくして

生まれた一冊である。発刊から 10 

年が経過し，細胞診の発達ととも

に，新しい標本作製法や診断基準

などの情報を取り入れた内容と

なっている。

　本書は細胞診スライド問題，細

胞診学科問題の 2 部構成になって

おり，特に前者の 246 症例 492 枚

にわたるカラー写真は，クオリ

ティーがきわめて高く美麗であり，

類書を圧倒する内容である。また，

5 肢択一の問題形式に設定されて

おり，見開き 1 ページごとに，次

ページに解答および症例の特徴的

所見についての詳細なコメントが

添えられている。細胞診の判定能

力，知識のセルフアセスメント

（自己評価）に適したスタイルで

構成されている。内容的にも本増

補版では，新しい標本作製法であ

る liquid based cytology（LBC）や

ベセスダ分類についても補足され

ており，ベーシックな中にも，新

しい情報が盛り込まれている。ま

た，第 2 部の学科問題においても，

新たな情報が取り入れられ，Up to 

date された内容となっている。

　本書には，日常遭遇するほとん

どの症例が網羅されているといっ

ても過言ではない。執筆は，編集

の坂本先生と都竹氏を始めとする

癌研有明病院細胞診断部の古田氏，

星氏ら細胞診の第一線で活躍する

スペシャリストたちである。解説

は丁寧で理解しやすく，詳細な細

胞所見，的確な鑑別点が記述され

ている。癌専門病院としての豊富

な経験と細胞診創成期より 40 年

におよび培われてきた細胞検査士

教育のノウハウが集結していると

いえる。細胞検査士や細胞診専門

医資格を取得しようと勉強してい

る人たちには，典型像の把握に最

適の書であることは言うまでもな

いが，すでに資格を取得した人達

にも自己の判定能力の評価や知識

の整理に役立つ一冊である。
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